












































































































































































1 I 機械 ( 労働の価格
2 I 費用価格 | 平均利潤

































































ある。不変資本を c、使い切られた不変資本を αc、可変資本を v、剰余価値を s、剰余価値






8j =eVj 7l'j =r(Cj十Vj)
r ニヱ81/ヱ(Cj+Vj) r =ヱ7l'j/三:(Ci十Vi)
を計算規則に使って、次の二つの表(3，198-9)が得られる。
P1 =ζl:'Cj十Vj十πi
(1) (2) (3) (4) (5) (6) (7) (8) 


















































ヱI390 202 110 110 422 312 22 110 
表 1
(1) (2) (3) (4) (5) (6) (7) (8) 
















































70 22 92 
81 22 103 
91 22 113 
55 22 77 
15 22 37 

















































































(7) (6) (5) (4) 
k 
(3) (2) (1) 
r 、JS V αc C 
一
一一一一
202 55 147 
85 
80 
55 92 145 
110 25 25 60 
50 
175 I 
110 30 30 70 









110 202 390 
哲学・思想論集第二十三号
で、とれと同様の表をマルクスの「価格計算」に基づいて作成すると、次表が得られる。
(1) (2) (3) (4) (5) (6) (7) (8) 
C aC V k S W r p 
145 92 55 147 55 202 22 191 
I 175 60 25 85 25 110 22 129 
I 70 50 30 80 30 110 22 102 
























剰余価値率 e 二玄sJ2:Vj= S)VI 
とすれば、次が成り立つ。
平均利潤率 r = (l-q)e 




















価格を Piとせよ。すると Pl二xλl、pz二yλ2、P3ニzλ3を満たす x、y、zは、それぞれ第 I、
第口、第I部門の生産価格の価値からの議離率を表わす口そこで、もし価格タームで単純
再生産の均衡条件を表現したいならば、次のようになろう。
(C1X十V1Y)(1 +r) =2:CjX 









ヱ(CI+Vj十Sj)= (1十r)ヱ(CIX十ViY) ? ?? ? ， ， ，，?? ??，?
を仮定すれば、これは
(X -1) 2:Ci + (y-l)ZVj十 (z-l)ヱSI二=0 (15) 
と同値である。ここでさらに r総利潤=総剰余価値J (すなわち、乞=1)も成立するとすれ








C V S w 
225 90 60 375 
120 80 300 
II I 5.0 90 60 2.00 






















375x十300y十200z= 875 (20) 
を追加して、 X二 1払 y:こ=二=寸:こ二=二=
表7で、は γ総剰余価億ニ総利潤J が、成立している。
CjX VjY SjZ pj CjX VjY SjZ pj 
252.0 84.0 52.5 388.5 288 96 96 480 
I 112.0 112.0 70.0 294.0 128‘ 128 64 320 
1Il 56.0 84.0 52.5 192‘5 64 96 40 200 












































(労働力も含めて)として投入される商品 3"b"……、 kの数量を Aa、弘、・…一、 Kaで、.
商品 aの価格を Paで表わし、商品 b、c、 、kについ不も同様の表記法をとれば、この
経済の生産価格体系は次の連立方程式によって表現される。








これは(k-1) 1闘の相対価格と利潤率とを決定する k備の方程式を含んでいる。 ρニ 1/
(1 +r)、Aa/ A=al1、 Ba/A=a12、…・・"Ab/Bニa21、Bb/B=a2、・・・…と置けば、 J¥ 
a1-ρ a12 ・・・ alk 
a21 a22-ρ...... a2k 
=0 
























r= ~I ~5 1 







































































































Pi* =y*ヱaljpj* 、???、 ???
に収束することは数学的に証明できる。 (3D式を連立方程式のかたちに書き直してみればす





ヱPI(t十l)XI= y(l)L:2:aijX，pjり ?? ? ??
である。これに(32)式を使って














である。他方、逐次修正方式による収束値から総利潤を求めれば、 (1十戸)ヱajjWj* = ';Vl *を
使って、




























































e(l)ヱbljXjλj(t)= r(ll2:2:alj，xiλj(t) (43) 
が成り立つ。すなわち、逐次転形の各段階ごとに「総利潤=総剰余価値」が成立する。 rが







(8) (7) (6) (5) (4) 
k 


























50 110 30 80 30 一
一一 422 110 312 
表6















II I 66.7 
28.7 
34.5 












































































SI _ 82 ムム 81 _ 82 











































さて F(r*)はfの二次方程式であり、 F'(0)二一 (al十ω12)くO.また、
F( (l/al) -1) =一(1/alりあω11くO
である。したがって、 O<r*く(1/al)-1であるためには、
I 1-a，一ω1I 
F (0) = I - ， I > 0 I -a2 1-ω1 I 
でなければならない。簡単な計算によって、
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2，……、 n)。各産業iの利潤は、
Pl-~alJ Pj (j=l， 2，……， n) 
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である。総利潤=総剰余価値が成り立つためには
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The Transformation Problem in Retrospect : Part One 
一一一TrapsLaid by Bortkiewicz一一一
Shingo FU]ITA 
The controversy over the transformation problem has now gone on over a hundred 
years. The crucial question at the heart of the transformation problem is， as was 
formulated by Engels in 1885， how an equal average ratio of profit can and must come 
out on the basis of the law of value. Since Bortkiewicz c1aimed that the equal average 
rate of profit and the relative prices of commodities could， without any magnitude of 
value and surplus value， be obtained mathematically， the primacy of mathematical 
method over Marx's has appealed even to supporters of Marxian economics. 
As was c1aimed by Bortkiewicz， Marx's alleged postulate of the equality of total 
profit with total surplus value is incompatible with his other postulate requiring the 
equality of total value with total price of production. To show that the profit consists 
in the exploitation of labour， another way of explanation was needed-an explanation 
which demonstrates the existence of surplus value as the only origin of profit. As an 
answer to this， Okishio offered in 1963 the now so called Fundamental Marxian 
Theorem， which in its turn presupposes the labour theory of value-a big question yet 
to be answered. 
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